
第２回町民ワークショップ 

 テーマ「必要な機能や施設について議論を深め、参加者の共通項を確認する」 

 

■日時 

 令和４年 12月 13日（火） 18：00～20：45 

 

■参加者 

 12名 

 

■内容 

  第２回では、前回の町民ワークショップや 11 月 19 日に開催した子どもワークショップ（あと

ちであそぼう）の感想や結果を紹介しました。 

その後、事務局で基本計画の構成を説明し、４～５人のグループで跡地の使い方について意見

を出し合った後、グループ内の検討結果を発表し、意見の共有を図りました。 

 

■スケジュール 

時間 実施内容 

18：00～18：05 〇開会 

18：05～18：25 〇第 1回町民 WS、子ども WSの振り返り 

18：25～18：40  〇今後の計画策定のスケジュール、進め方について説明 

18：40～18：55  〇これまでに行ったＷＳで出た意見の整理 

18：55～19：10  〇休憩 

  良いと思った意見へシール投票 

19：10～20：30 

 〇ワークショップ 

  グループワーク 

「どう使いたいか、やりたいこと」について意見交換 

  グループワークの結果発表、質疑応答 

20：30～20：40  〇本日のまとめ、振り返り 

20：40～20：45  〇閉会、次回のワークショップについてお知らせ 

 

■11月 19日子ども WS 参加者感想 

・よちよち歩きの小さな子供が自由に歩き回っていた。本来あるべき姿だと感じた。 

・今は杭が打ってあり、跡地へ入るのに躊躇してしまう。オープンにして欲しい。 

・焼き芋や芋煮など、イベントを盛り上げてくれる人がいることが大事。 

・幅広い年代で交流ができて良かった。 

・机上の議論だけでなく、実際に現場でアクションを起こし、議論に活かすことが大切だと感じた。 

・子どもたちの楽しそうな姿を久々に見ることができた。ボランティアの反応も良かった。 

・またやってほしいという子供が多かった。継続して人数を確保する試みが必要だと感じた。 



 

 

 

  

〇前回実施したワークショップの振り返り、今後のスケジュールの説明 

〇意見の振り返り、シール投票 

〇グループワーク 



 

 

 

  

〇グループワーク、発表、意見の共有 



【Ａグループ】 

【発表内容】 

・「つながる」というキーワード 

 これは、世代間や町内外に当てはまる 

・本郷を知ってもらうための拠点としての使い方を探っていき、町全体をつなげる場所にしたい 

・地元の人間の満足度が高い場所であれば、外部からも自ずと人が集まるのではないか 

・ハンデキャップを背負っている人にも使いやすい場所にしたい 

・子どもにとって必要な遊び場や遊具は何かを考えたときに、砂場や粘土遊びができた方が良いと思っ

た 

・遊びを通して子どもが学ぶ場所になったら良い 

・事務局には、今回話し合った内容を持ち帰り、総務課以外にも共有してほしい。 

【質疑応答、感想】 

・粘土遊びと聞いて、昔、本郷山から粘土をとってきて遊んだのを思い出した。 

 原発事故後、できなくなってしまったので復活させたい。 

  



【Ｂグループ】 

【発表内容】 

・外部から人を呼び込むためには、インパクトのある設備を導入することが必要 

・会津盆地の南部には屋内遊び場が必要 

・10～20年後に、なぜこんなものを作ったんだとならないような目玉施設を作ってはどうか 

・人が集まるようになれば、カフェがあったとしても自立して運営していけるのではないか 

・「カフェができたから人が来る」ではなく、「人が来る場所にカフェができる」という考え方 

・あえてこの場所で本郷の特産を扱わなくても、訪れた人が自然と気づくような環境を整備したい 

【質疑応答、感想】 

・子育て世代は、屋内遊び場のアンテナ感度が高い。 

 町内にもあったらいいなと思った。 

  



【Ｃグループ】 

【発表内容】 

・「やりたいこと」は、互いに連携している 

・思い切り体を使って遊べる場所にしたい 

・この場所を中心に、周りを散策できるような環境づくり 

・四季折々の自然に触れられるようにしたい 

・ドングリや落ち葉を拾って遊んだり、野鳥や魚の生態が観察出来たら良い 

・旧本郷町の花（ツツジ）を植えてみてはどうか 

・子どもを中心に、地域のつながりが生まれる場所にしたい 

・白鳳山公園で行っていたお茶会をこの場所でやってみたい 

・屋内遊び場があれば有事の際の避難所としても活用できる 

・砂場を設置したい、遊びの原点になる 

  



【次回のワークショップについて】 

・子ども＋大人の合同ワークショップを開催予定 

・11月 19日の子どもの意見と今回発表した内容を、事務局で空間的に落とし込み、跡地の利活

用イメージ図（案）を作成する ※決定事項ではない 

・前半はイメージ図や模型を使用し、子どもも交えて跡地のデザインを考える 

・後半は前半の結果を踏まえ、イメージのブラッシュアップや維持管理、運営の方針について意

見交換する 

・開催は 1月 28日（土）の午後を予定 ※子ども WS 2時間、大人 WS 2時間 

 

【今後の予定】 

 〇第３回町民ワークショップ 

  ・日 時：令和４年２月 

  ・テーマ：今年度のまとめ 

  ・内 容：基本計画案の提示、議論 

        基本的な考え方 

        利活用の方向性 

        いくつかの利活用案（簡単な図面に表現） 

       管理運営についての方向性（継続的な活動） 

       今後の検討課題 

       今後の予定 


